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「
夢
と
バ
ラ
色
の
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
「
21
世
紀
」
は
、ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、厳
し
い
「
激
動
と
改
革
」

の
時
代
で
し
た
。
ま
さ
に
「
海
図
な
き
航
海
の
時
代
」
で
す
。

　

日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
20
年
余
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
５
年
。
少
子
高
齢
化
で
２
０
５
０
年
の
人
口
の
１
億
人
割
れ

が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
政
府
は
、
脱
デ
フ
レ
を
目
指
し
、
成
長
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
東
京
五
輪
の
２
０
２
０
年
に
は
、

産
業
力
の
復
活
と
財
政
の
基
礎
的
収
支
の
黒
字
化
で
「
新
し
い
日
本
の
創
造
」
を
果
た
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
不
確

実
性
に
み
ち
た
世
界
経
済
の
先
行
き
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

北
九
州
は
「
日
本
の
縮
図
」、「
日
本
の
現
場
」、「
日
本
の
未
来
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
「
最
前
線
の
現
場
」
と
し
て
、
黙
々
と
経
済
社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
人
口
は
わ
が
国
の
１
％
弱
で
す
が
、
高

度
成
長
期
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
負
の
遺
産
」
で
あ
る
公
害
問
題
に
悩
み
、
産
学
官
民
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
そ
れ
を
克
服
し
、

世
界
環
境
首
都
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
の
低
成
長
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
鉄
鋼
等
重
厚
長
大
産
業
の
構
造
不
況

「
鉄
冷
え
」
に
直
面
し
、
産
業
構
造
の
高
度
化
・
多
柱
化
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
悩
み
、
闘
い
、

新
産
業
創
造
・
雇
用
創
出
の
新
成
長
戦
略
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
北
九
州
で
21
世
紀
初
頭
（
２
０
０
１
〜
13
年
）
の
12
年
間
、
月
刊
誌
「
ひ
ろ
ば
北
九
州
」（
公
益
財
団
法
人　

北
九
州
市

芸
術
文
化
振
興
財
団
）
で
最
前
線
の
経
済
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
安
川
電
機
、

新
日
鐵
住
金
、
ゼ
ン
リ
ン
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業
か
ら
、
ナ
フ
コ
、
第
一
交
通
産
業
な
ど
全
国
展
開
す
る
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
、

はじめに

独
自
技
術
で
世
界
に
羽
ば
た
く
ニ
ッ
チ
・
ト
ッ
プ
企
業
、
地
域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
様
々
な
産
業
と
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
延
１
２
０
人
に
、
経
営
戦
略
か
ら
、
地
域
活
性
化
策
、
経
営
哲
学
、
個
人
的
な
信
条
・
座
右
の
銘
、
趣
味
ま
で
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
本
書
は
当
時
の
掲
載
記
事
か
ら
重
複
を
省
き
、
１
０
０
人
を
産
業
別
に
再
編
成
し
、
新
し
い
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
追
加
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

21
世
紀
初
頭
、
12
年
間
の
初
期
（
２
０
０
１
〜
３
年
）
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
金
融
危
機
後
の
「
長
期
不
況
と
の
闘
い
」
の
時
期

で
し
た
。
つ
づ
く
中
期
（
04
〜
08
年
）
は
、
中
国
な
ど
新
興
国
の
成
長
、
米
国
・
欧
州
の
住
宅
・
金
融
バ
ブ
ル
で
、
世
界
的
に
景

気
が
拡
大
、
国
内
も
「
い
ざ
な
み
景
気
」
で
一
息
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
08
〜
10
年
は
米
国
発
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

世
界
同
時
不
況
期
で
す
。
さ
ら
に
近
年
（
11
年
以
降
）
は
、
欧
州
危
機
、
東
日
本
大
震
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

な
ど
で
「
試
練
を
超
え
て
」
の
新
た
な
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企
業
や
経
済
団
体
単
位
に
、
時
代
順
に
並
べ
る
と
、
長
期
不
況
、
世
界
的
景
気
拡
大
、
世
界
同
時
不
況
と
わ

ず
か
12
年
間
で
経
済
環
境
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
上
下
に
目
ま
ぐ
る
し
く
激
変
、
経
済
人
が
、
相
次
ぐ
「
想
定
外
」

に
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
企
業
、
団
体
の
戦
略
も
当
然
変
化
し
ま
す
。
企
業
の
構
造
改
革
、「
選
択
と
集
中
」、
海
外
戦
略
の
拡
大
、

新
規
事
業
の
開
拓
、
そ
し
て
新
た
な
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
作
戦
と
「
ど
ん
な
悪
天
候
に
も
耐
え
ら
れ
る
『
強
い
会
社
づ
く
り
』」
へ

と
変
化
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
右
肩
上
が
り
に
安
定
し
て
成
長
し
た
20
世
紀
に
比
べ
、
21
世
紀
は

ま
さ
に
「
大
変
（
全
て
が
大
き
く
変
わ
る
）」
な
転
換
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
根
底
に
は
、
世
界
経
済
の
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
変
化
―
―
中
国
な
ど
新
興
国
の
台
頭
と
挑
戦
、
日
米
欧
な
ど
先
進
国
の
対
応
、

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
競
争
の
激
化
、
資
源
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
深
刻
化
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
国
内
の
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
、
財
政
危
機
な
ど
、
世
界
・
日
本
経
済
の
巨
大
な
構
造
変
化
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
海
図
な
き
航
海
の
時
代
」
は
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
（
地
球
的
）
に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
（
地
方
的
）
に
行
動
す
る
「
グ
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はじめに

平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
50
年
、
北
九
州
経
済
は
、
何
度
も
苦
難
に
直
面
し
、
そ
れ
を
克
服
し
、
そ
し
て
強
く
な

り
ま
し
た
。
個
々
の
産
業
、
企
業
も
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」、「
し
ま
っ
た
は
し
め
た
」
と
危
機
を
逆
手
に
、
新
生
、
再
生
し
た

ケ
ー
ス
は
以
下
に
数
多
く
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「
北
九
州
の
底
ぢ
か
ら
」
な
の
で
す
。

　

成
熟
先
進
国
で
あ
る
日
本
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
世
界
・
人
類
が
直
面
す
る
課
題
に
い

ち
早
く
遭
遇
、
そ
の
解
決
を
通
じ
て
人
類
に
寄
与
で
き
る
「
課
題
解
決
先
進
国
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
さ
し
ず
め
日
本
経
済

の
「
現
場
」
で
あ
り
「
未
来
」
で
あ
る
北
九
州
は
、
そ
の
日
本
で
も
さ
ら
に
先
を
ゆ
く
課
題
山
積
地
域
で
あ
り
、「
課
題
解
決
先

進
地
域
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
激
動
の
12
年
間
の
最
前
線
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
の
な
か
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

＊
本
書
は
、
21
世
紀
初
頭
（
激
動
の
12
年
間
）
の
地
方
産
業
都
市
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
１
０
０
人
の
証
言
で
あ
り
、「
日
本
の
現
場
、
日

本
の
未
来
―
―
北
九
州
」
で
の
定
点
観
測
の
記
録
で
す
。
配
列
は
掲
載
順
で
な
く
、
産
業
別
、
企
業
別
に
整
理
し
な
お
し
た
た
め
、

時
期
的
に
は
10
年
前
の
も
の
と
現
在
に
近
い
も
の
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
同
一
企
業
の
歴
代
ト
ッ
プ
を
順
に
並
べ
る
な

ど
、
類
書
と
違
い
過
去
と
現
在
が
混
在
し
煩
雑
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
れ
は
わ
ず
か
12
年
間
で
、
金
融
危
機
、

世
界
バ
ブ
ル
、
世
界
同
時
不
況
、
新
た
な
挑
戦
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
効
果
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

過
去
の
時
点
で
未
来
を
ど
う
見
通
し
て
い
た
か
を
知
る
た
め
に
も
意
味
が
あ
る
と
思
え
ま
す
。
雑
誌
掲
載
時
の
頁
数
の
関
係
で
、
分

量
に
も
差
が
あ
り
、
カ
ッ
ト
写
真
も
、
当
時
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
最
近
の
も
の
を
使
用
し
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
海
容
下
さ
い
。

　

な
お
、
北
九
州
経
済
の
特
徴
と
過
去
、
現
在
、
未
来
な
ど
全
体
像
に
関
心
の
あ
る
読
者
は
、
末
尾
の
第
６
部
「
岐
路
に
立
つ
北
九

州
経
済
」
を
一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

２
０
１
３
年
12
月　

長
妻
靖
彦

ロ
ー
カ
ル
時
代
」
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
を
は
じ
め
先
進
諸
国
も
自
治
体
も
、
バ
ブ
ル
の
周
期
的
発
生
と
経
済
停
滞
、
財
政
制
約

を
余
儀
な
く
さ
れ
、世
界
的
な
若
者
の
雇
用
不
安
が
重
な
り
、企
業
も
地
域
も
「
自
立
」
を
求
め
ら
れ
、「
強
く
て
賢
い
会
社
づ
く
り
」、

「
強
く
て
賢
い
地
域
づ
く
り
」
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
必
要
な
の
は
、「
人
の
和
」
で
あ
り
、「
人
材
育
成
」
で
す
。
周
囲
へ
の
「
優
し

さ
」
で
す
。
ま
さ
に
「
タ
フ
で
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
優
し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
る
資
格
が
な
い
」
時
代
な
の
で
す
。

　

政
府
は
、
新
経
済
政
策
で
脱
デ
フ
レ
と
日
本
再
興
戦
略
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
北
九
州
の
企
業
、
産
業
も
こ
う
し
た
環
境
の
激

変
に
立
ち
向
か
い
、
以
下
に
産
業
別
に
紹
介
す
る
よ
う
な
、
様
々
な
形
で
自
ら
を
変
え
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
経
営
戦

略
、
経
営
努
力
の
姿
は
千
差
万
別
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
興
味
深
い
の
は
、
経
済
人
の
心
の
支
え
で
あ
る
「
社
是
」
や
「
座
右
の
銘
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
言
葉
の
力
で
す
。
大

別
す
る
と
、
製
造
業
分
野
で
は
、「
技
術
は
無
限
で
あ
る
」、「
人
真
似
で
な
く
独
自
の
も
の
を
」
な
ど
技
術
開
発
へ
の
思
い
が
多

い
の
に
対
し
、
非
製
造
業
は
「
常
に
お
客
様
の
た
め
に
」「
答
え
は
お
客
様
（
市
場
）
が
出
す
」
な
ど
顧
客
志
向
が
強
い
の
が
特

徴
で
す
。
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
で
あ
り
、独
特
の
人
材
育
成
に
よ
る
「
人
財0

力
」
で
あ
り
、「
誠

心
誠
意
」
で
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
に
は
、
北
九
州
経
済
の
現
場
を
支
え
た
人
々
の
夢
と
苦
闘
、
創
意
と
知
恵
、
そ
し
て
「
志
」
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
長
野
聡
元
日
銀
北
九
州
支
店
長
は
「
欧
州
金
融
危
機
、
東
日
本
大
震
災
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
、
経
済
は
激
変
す
る
。

今
後
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
い
つ
ど
ん
な
変
化
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
企
業
、
地
域
の
こ
れ
ら
の
予
期
せ
ぬ
変
化
へ

の
備
え
は
常
に
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
経
済
を
良
く
す
る
の
は
、
企
業
や
個
人
が
普
通
の
人
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
に
提
供
す
る
と
い
う
『
地
道
な
努
力
』
で
あ
り
、そ
れ
以
外
に
近
道
は
な
い
」
と
感
想
を
寄
せ
ま
し
た
。
日
々

の
愚
直
な
現
場
の
努
力
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
明
日
の
向
上
に
繋
が
る
と
言
え
ま
す
。

　
「
海
図
な
き
航
海
の
時
代
」、「
グ
ロ
ー
カ
ル
時
代
」
の
「
地
方
（
日
本
）
再
生
―
―
北
九
州
か
ら
の
挑
戦
」
の
道
は
、
決
し
て


